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(1)①ﾄﾞﾚﾝﾌﾟﾗｸﾞ、②ﾎﾟﾝﾌﾟASSY
   ③ﾌｭｰｴﾙｶﾞｽﾃﾝﾊﾟﾗﾁｬｾﾝｻ(安全弁)
   ④ﾌｭｰｴﾙｾﾝﾀﾞｹﾞｰｼﾞ
   ⑤ﾌｭｰｴﾙﾀﾝｸｵｰﾊﾞﾌｨﾙﾁｪｯｸﾊﾞﾙﾌﾞ
   が容器に確実に取り付いている事を
   確認する。
(2)ﾒｲﾝﾊﾞﾙﾌﾞ、ﾘﾀｰﾝﾊﾞﾙﾌﾞが閉じている
　 事を確認する。

2

(1)容器を反転し、ﾎﾟﾝﾌﾟ取付け面
    を下へ向ける。
(2)加圧用ﾎｰｽをﾌｭｰｴﾙﾀﾝｸｵｰﾊﾞﾌｨﾙ
　　ﾁｪｯｸﾊﾞﾙﾌﾞに接続してﾊﾞﾙﾌﾞを開く。
(3)加圧ﾎｰｽから圧力を徐々に加える。
    (加圧力：0.06MPa)
(4)ﾒｲﾝﾊﾞﾙﾌﾞ取り付け部の
   気密確認を行う。
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(1)更に圧力を徐々に加える。
　　(加圧力：2.28MPa)
(2)容器本体、付属品取り付け部及び
　　ﾒｲﾝﾊﾞﾙﾌﾞ取り付け部の
　　気密確認を行う。

4
ｱﾀﾞﾌﾟﾀにﾎｰｽ配管を取り付け、ｿｹｯﾄ
ﾍｷｻｺﾞﾝﾚﾝﾁ(6mm)を用いて、
ﾎﾞﾙﾄ４本でｱﾀﾞﾌﾟﾀへ取り付ける。
T=9.0N・m
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(1)ﾒｲﾝﾊﾞﾙﾌﾞ、ﾘﾀｰﾝﾊﾞﾙﾌﾞが閉じてる
    ことを確認する。
(2)ﾎｰｽ配管側から徐々に加圧する。
    (加圧力：3.9MPa)
(3)配管接続部の気密確認を行う。
(4)加圧力を2.28MPaに変更する。
(5)ﾒｲﾝﾊﾞﾙﾌﾞ、ﾘﾀｰﾝﾊﾞﾙﾌﾞを開く。
(6)ﾘﾀｰﾝﾊﾞﾙﾌﾞ取り付け部の
　　気密確認を行う。
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(1)気密確認が終わったら、ﾌｭｰｴﾙﾀﾝｸ
   ｵｰﾊﾞﾌｨﾙﾁｪｯｸﾊﾞﾙﾌﾞを開き、
   ﾀﾝｸ内の圧力を除去する。
(2)ﾌｭｰｴﾙﾀﾝｸｵｰﾊﾞﾌｨﾙﾁｪｯｸﾊﾞﾙﾌﾞに
    除圧用ﾎｰｽを接続する。
(3)ﾌｭｰｴﾙﾀﾝｸｵｰﾊﾞﾌｨﾙﾁｪｯｸﾊﾞﾙﾌﾞを
　　開き、真空引きを行う。
   (真空度：-0.08MPa以上)
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除圧用ﾎｰｽ

別途入手
下さい

注：指定圧力以上の加圧は行わないで下さい。
     部品が破損する恐れがあります。

加圧用加圧用加圧用加圧用
ﾎｰｽﾎｰｽﾎｰｽﾎｰｽ

（（（（タンクタンクタンクタンク写真写真写真写真：ＷＭＥ）：ＷＭＥ）：ＷＭＥ）：ＷＭＥ）

【ﾎﾟﾝﾌﾟ取付手順】に従い取り付けが
完了してからの作業を示す
（3の続き・ﾀﾝｸ内圧が加わった状態）

配管先端部ﾈｼﾞ形状(M14xP1.5)
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ﾒｲﾝﾎｰｽ配管：77260-43010

ﾘﾀｰﾝﾎｰｽ配管：77250-43010

①①①①
②②②②

③③③③

ﾒｲﾝﾊﾒｲﾝﾊﾒｲﾝﾊﾒｲﾝﾊﾞ゙゙゙ﾙﾌﾙﾌﾙﾌﾙﾌﾞ゙゙゙ﾘﾀｰﾝﾊﾘﾀｰﾝﾊﾘﾀｰﾝﾊﾘﾀｰﾝﾊﾞ゙゙゙ﾙﾌﾙﾌﾙﾌﾙﾌﾞ゙゙゙

注1：ﾎﾟﾝﾌﾟ取付け面が上方を向いてると
     ﾌｭｰｴﾙﾀﾝｸｵｰﾊﾞﾌｨﾙﾁｪｯｸﾊﾞﾙﾌﾞが作動し
　　加圧出来ない恐れがあります。

注2：容器を反転させる際は、容器本体及び
　　　部品への傷付きに注意すること。

注1：指定圧力以上の加圧は行わないで下さい。
　　 部品が破損する恐れがあります。
注2：気密確認の際、ﾊｰﾈｽｺﾈｸﾀを接続して
　　　から実施して下さい。
注3：気密確認後は、付属品及び容器本体に付着した
　　　水分を確実に除去してください。
　　　腐食や故障をする恐れがあります。

ﾘﾀｰﾝﾊﾘﾀｰﾝﾊﾘﾀｰﾝﾊﾘﾀｰﾝﾊﾞ゙゙゙ﾙﾌﾙﾌﾙﾌﾙﾌﾞ゙゙゙取取取取りりりり付付付付けけけけ部部部部

  ﾘﾀｰﾝﾊﾞﾙﾌﾞ取り付け部の気密確認については
 当作業での気密確認を合わせて実施下さい。

注1：ﾊｰﾈｽ（ﾅｯﾄ）は外さずにﾎﾟﾝﾌﾟﾌﾗﾝｼﾞのﾊｰﾈｽ結線部の
　　　気密を確認すること（樹脂ｷｬｯﾌﾟは外すこと）
注2：気密試験後に樹脂ｷｬｯﾌﾟを写真のように取り付けること
　　　・結線部の端子同士を接触させないこと
　　　・ねじﾄﾙｸ 4N・ｍ
　ﾅｯﾄの緩み、端子接触により、結線部が発熱し
　ｶﾞｽ漏れを起こす恐れがあります

ＷＭＥ用

ＷＫＭ用

別途入手
下さい

ﾒｲﾝﾎｰｽ配管：17550 VT40A

ﾘﾀｰﾝﾎｰｽ配管：17551 VT40A

ﾒｲﾝﾊﾒｲﾝﾊﾒｲﾝﾊﾒｲﾝﾊﾞ゙゙゙ﾙﾌﾙﾌﾙﾌﾙﾌﾞ゙゙゙取取取取りりりり付付付付けけけけ部部部部

樹脂キャップ

ハーネス
　ハーネスを外さずに
　結線部の気密を行って下さい

樹脂キャップ取り外し状態

ねじ
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